
(57)【要約】

【課題】注入ポートの向きに関係なく皮下針を刺入でき

、針を抜くと自己密閉する移植用注入ポートを皮下移植

する方法を提供する。

【解決手段】移植用医療装置と共に用いる注入ポートを

皮下移植する方法であって、第１の端部、第２の端部、

これらの両端部間に延在し、刺入後に自己密閉する壁部

、及びその壁部によって囲まれた流体レザバーを有する

実質的に軟質で可撓性の細長い本体と、レザバーに連通

した、その細長い本体に取り付けられた可撓性の細長い

チューブカテーテルとを含む注入ポートを用意するスッ

プを含む。この方法は更に、患者の体内に切開部を形成

するステップと、その切開部を介して患者の皮下脂肪層

にアクセスするステップと、外部からの触診で注入ポー

トを確認できるように、皮下脂肪層に空間を形成して皮

下脂肪層内に注入ポートを移植するステップとを含む。

【選択図】図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 植 用 医 療 装 置 と 共 に 用 い る 注 入 ポ ー ト を 体 内 に 皮 下 移 植 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 こ れ ら の 両 端 部 間 に 延 在 し 、 刺 入 後 に 自 己 密 閉 す る 壁
部 、 及 び 前 記 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 流 体 レ ザ バ ー を 有 す る 実 質 的 に 軟 質 で 可 撓 性 の 細 長 い
本 体 と 、 前 記 レ ザ バ ー に 連 通 し た 、 前 記 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 の 細 長 い チ ュ ー ブ カ
テ ー テ ル と を 含 む 注 入 ポ ー ト を 用 意 す る ス ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 患 者 の 腹 腔 に 腹 腔 鏡 ア ク セ ス す る た め の 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 切 開 部 を 介 し て 前 記 患 者 の 皮 下 脂 肪 層 に ア ク セ ス す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） 前 記 皮 下 脂 肪 層 に 空 間 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） 前 記 皮 下 脂 肪 層 の 前 記 空 間 内 に 前 記 可 撓 性 注 入 ポ ー ト を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｆ ） 前 記 切 開 部 を 閉 じ る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 前 記 可 撓 性 注 入 ポ ー ト を 腹 壁 の 筋 膜 層 に 取 り 付 け る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 移 植 用 医 療 装 置 と 共 に 用 い る 注 入 ポ ー ト を 体 内 に 皮 下 移 植 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 こ れ ら の 両 端 部 間 に 延 在 し 、 刺 入 後 に 自 己 密 閉 す る 壁
部 、 及 び 前 記 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 流 体 レ ザ バ ー を 有 す る 実 質 的 に 軟 質 で 可 撓 性 の 細 長 い
本 体 と 、 前 記 レ ザ バ ー に 連 通 し た 、 前 記 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 の 細 長 い チ ュ ー ブ カ
テ ー テ ル と を 含 む 注 入 ポ ー ト を 用 意 す る ス ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 患 者 の 体 内 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 切 開 部 を 介 し て 前 記 患 者 の 皮 下 脂 肪 層 に ア ク セ ス す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） 外 部 か ら の 触 診 で 前 記 注 入 ポ ー ト を 確 認 で き る よ う に 、 前 記 皮 下 脂 肪 層 に 空 間 を
形 成 し て 前 記 皮 下 脂 肪 層 内 に 前 記 注 入 ポ ー ト を 移 植 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） 前 記 切 開 部 を 閉 じ る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 学 の 分 野 に 関 し 、 詳 細 に は 、 特 に 化 学 療 法 及 び 調 節 可 能 胃 バ ン ド 法 （ adju
stable gastric band procedure） な ど に 用 い ら れ る 移 植 用 注 入 ポ ー ト に 適 し た 、 患 者 の
体 内 に 外 科 的 に 移 植 す る 医 療 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 外 科 医 は 、 化 学 療 法 及 び 胃 バ ン ド 調 節 な ど の た め に 長 期 に 亘 っ て 定 期 的 に 流 体 を 注 入 す
る 必 要 が あ る 患 者 の 体 内 に 皮 下 注 入 ポ ー ト を 日 常 的 に 移 植 し て い る 。 こ の 注 入 ポ ー ト は 、
患 部 （ 鎖 骨 下 静 脈 な ど ） ま た は 胃 バ ン ド に 液 体 を 移 送 す る た め に 可 撓 性 チ ュ ー ブ カ テ ー テ
ル に 接 続 さ れ て い る 。 現 在 の 注 入 ポ ー ト は 、 直 径 が 約 ２ ５ ｍ ｍ 、 高 さ が １ ５ ｍ ｍ の 硬 質 の
金 属 ま た は プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ジ ン グ を 含 む 。 硬 質 の ハ ウ ジ ン グ 内 の 厚 い シ リ コ ー ン 隔 壁 が
、 カ テ ー テ ル に 連 通 し た 内 側 の 部 屋 を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 外 科 医 は 、 主 に 注 入 ポ ー ト の 反 転 を 防 止 す る た め 及 び 注 入 ポ ー ト が 体 内 で 移 動
す る の を 防 止 す る た め に 、 注 入 ポ ー ト を 皮 膚 層 及 び 脂 肪 層 の 下 側 の 筋 膜 に 縫 合 糸 で 固 定 す
る 。 隔 壁 に は 注 入 ポ ー ト の 一 側 か ら し か ア ク セ ス で き な い た め 、 注 入 ポ ー ト が 反 転 す る と
外 科 的 処 置 で 注 入 ポ ー ト の 位 置 を 直 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 患 者 に よ っ て は 、 外 科 医 は 注 入 ポ ー ト を 下 腹 部 に 移 植 す る こ と が あ り 、 こ の よ う な 場 合
、 厚 み が 数 セ ン チ に も な る 脂 肪 層 の 下 側 に 注 入 ポ ー ト を 埋 め 込 む こ と に な る 。 通 常 は 、 外
科 医 は 触 診 の み で 注 入 ポ ー ト を 位 置 を 確 認 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 極 端 に 肥 満
し た 胃 バ ン ド 患 者 な ど 、 妨 げ る 厚 い 脂 肪 層 が あ る 場 合 は 、 外 科 医 は ポ ー ト を 配 置 す る 際 に
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蛍 光 透 視 、 超 音 波 、 ま た は 他 の 手 段 も 用 い な け れ ば な ら な い 。 更 に 、 外 科 医 は 、 注 入 ポ ー
ト に 対 し て 概 ね 垂 直 な 方 向 に 針 を 刺 し て 、 直 径 が 僅 か １ ２ ～ １ ５ ｍ ｍ の 隔 壁 の 標 的 領 域 に
当 て な け れ ば な ら な い 。 患 者 に よ っ て は 、 外 科 医 は 、 皮 膚 層 の す ぐ 下 の 胸 骨 ま た は 右 上 胸
部 に 注 入 ポ ー ト を 配 置 す る こ と も あ る 。 触 診 に よ る 位 置 確 認 が 容 易 で あ る が 、 患 者 に よ っ
て は 突 き 出 た ポ ー ト を 不 快 或 い は 美 容 上 好 ま し く な い と 感 じ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 比 較 的 軟 質 の 可 撓 性 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 理 想 的 に は 太 い 天 然 の 血 管 の よ う に 見
え 感 じ る （ 現 在 の 注 入 ポ ー ト と 比 較 し て ） 皮 下 移 植 用 注 入 ポ ー ト が 要 望 さ れ て い る 。 ま た
、 体 組 織 に お け る 注 入 ポ ー ト の 向 き に 関 係 な く 皮 下 針 を 刺 入 で き 、 針 を 抜 く と 自 己 密 閉 す
る 移 植 用 注 入 ポ ー ト が 要 望 さ れ て い る 。 更 に 、 外 科 医 が 、 従 来 の 注 入 ポ ー ト に 必 要 な 切 開
よ り も 小 さ い 切 開 で よ り 迅 速 に 体 内 に 配 置 で き る 皮 下 移 植 用 注 入 ポ ー ト が 要 望 さ れ て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 、 移 植 用 医 療 装 置 と 共 に 用 い る 注 入 ポ ー ト を 皮 下 移 植 す る 方 法 を 提 供 す
る 。 こ の 方 法 は 、 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 こ れ ら の 両 端 部 間 に 延 在 し 、 刺 入 後 に 自 己 密
閉 す る 壁 部 、 及 び そ の 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 流 体 レ ザ バ ー を 有 す る 実 質 的 に 軟 質 で 可 撓 性
の 細 長 い 本 体 と 、 レ ザ バ ー に 連 通 し た 、 そ の 細 長 い 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 の 細 長 い
チ ュ ー ブ カ テ ー テ ル と を 含 む 注 入 ポ ー ト を 用 意 す る ス ッ プ を 含 む 。 こ の 方 法 は 更 に 、 患 者
の 体 内 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 切 開 部 を 介 し て 患 者 の 皮 下 脂 肪 層 に ア ク セ ス
す る ス テ ッ プ と 、 外 部 か ら の 触 診 で 注 入 ポ ー ト を 確 認 で き る よ う に 、 皮 下 脂 肪 層 に 空 間 を
形 成 し て 皮 下 脂 肪 層 内 に 注 入 ポ ー ト を 移 植 す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 注 入 ポ ー ト の 向 き に 関 係 な く 皮 下 針 を 刺 入 で き 、 針 を 抜 く と 自 己 密 閉 す る 移 植 用 注 入 ポ
ー ト を 皮 下 移 植 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 本 発 明 の 特 に 新 規 な 特 徴 を 図 示 す る 。 し か し な が ら 、 添 付 の 図
面 を 参 照 し な が ら 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 読 む こ と で 、 本 発 明 の 構 造 及 び 方 法 を よ り 良 く 理 解
で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 面 を 参 照 す る と 、 図 １ 及 び 図 ２ に 、 従 来 技 術 の 注 入 ポ ー ト １ ０ が 示 さ れ て い る 。 注 入
ポ ー ト １ ０ は 通 常 、 切 頭 円 錐 構 造 で あ り 、 本 体 部 分 １ ２ 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 、 シ ー ル 部 材 １
６ 、 及 び カ テ ー テ ル 部 分 １ ８ を 含 む 。 本 体 部 分 １ ２ は 、 ゴ ム 引 き さ れ た 可 撓 性 材 料 か ら な
り 、 内 部 に キ ャ ビ テ ィ ２ ０ を 有 す る 。 カ テ ー テ ル 支 持 部 ２ ２ が 本 体 部 分 １ ２ と 一 体 に 形 成
さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ４ は 、 耐 食 性 金 属 か ら 形 成 さ れ 、 上 方 を 向 い た 小 さ い 入 口 通 路
２ ４ を 有 す る 。 シ ー ル 部 材 １ ６ は 、 ゴ ム 引 き さ れ た 材 料 か ら な り 、 皮 下 針 な ど で 容 易 に 刺
入 で き 、 通 路 ２ ４ の 刺 入 可 能 な シ ー ル を 提 供 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 及 び シ ー ル 部 材 １
６ は 、 流 体 を 受 け 取 っ て 受 容 す る た め の 注 入 ポ ー ト １ ０ の 開 い た キ ャ ビ テ ィ ２ ０ を 画 定 し
て い る 。 カ テ ー テ ル 部 分 １ ８ が 、 本 体 部 分 １ ２ の カ テ ー テ ル 支 持 部 ２ ２ 及 び ハ ウ ジ ン グ １
４ を 貫 通 し て キ ャ ビ テ ィ ２ ０ 内 に 延 在 し 、 こ れ に よ り キ ャ ビ テ ィ ２ ０ と 注 入 ポ ー ト １ ０ の
外 部 と が 連 通 し て い る た め 、 流 体 を キ ャ ビ テ ィ ２ ０ か ら 患 者 の 体 内 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 外 科 医 は 、 患 者 の 注 入 ポ ー ト １ ０ を 皮 下 移 植 す る 。 薬 物 や 生 理 食 塩 水 な ど の 流 体 を 注 入
す る 場 合 、 外 科 医 は 、 皮 下 針 な ど を 患 者 に 刺 入 し 、 針 の 先 端 が シ ー ル 部 材 １ ６ を 通 過 し て
キ ャ ビ テ ィ ２ ０ 内 に 至 る よ う に す る 。 通 路 ２ ４ が 比 較 的 小 さ い た め 、 外 科 医 が 患 者 に 流 体
を 導 入 す る 時 は い つ も 、 患 者 の 皮 膚 及 び 組 織 の 同 じ 局 所 領 域 を 介 し て 針 を シ ー ル 部 材 １ ６
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に 刺 入 し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 シ ー ル 部 材 １ ６ が 、 著 し く 損 傷 し 、 最 終 的 に は 漏 れ
が 生 じ る こ と が あ る 。 ま た 、 皮 膚 及 び 皮 下 組 織 の 局 所 領 域 が 望 む よ う に は 治 癒 し な い で あ
ろ う 。 更 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ が 金 属 製 で あ る た め 、 針 先 端 部 が 傷 つ き 、 針 を 引 き 抜 く 時 に
患 者 の 外 傷 を 大 き く し て し ま う こ と が あ る 。 更 に 、 注 入 ポ ー ト １ ０ 及 び 金 属 製 ハ ウ ジ ン グ
１ ４ が 切 頭 円 錐 構 造 で あ る た め 、 特 に 、 患 者 の 注 入 ポ ー ト 近 傍 の 部 位 を 誤 っ て 打 っ た り 当
て た り す る と 、 注 入 ポ ー ト １ ０ が 相 当 な 不 快 感 を 患 者 に 与 え る こ と が あ る 。 加 え て 、 注 入
ポ ー ト １ ０ の 切 頭 円 錐 構 造 に よ り 、 患 者 の 体 に 見 栄 え の よ く な い 瘤 が で き る 。 更 に 、 通 路
２ ４ を 介 さ な け れ ば 流 体 を キ ャ ビ テ ィ ２ ０ 内 へ 導 入 で き な い た め 、 外 科 医 は 、 針 を 皮 膚 に
対 し て 実 質 的 に 垂 直 に し て 注 入 ポ ー ト 内 へ 刺 入 し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 患 者 の 皮 膚
や 組 織 の 近 接 領 域 が 針 を 効 果 的 に 支 持 す る こ と が で き な い 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 来 技 術 の 注 入 ポ ー ト １ ０ を 胃 バ ン ド の 移 植 な ど の 腹 腔 鏡 手 術 に 用 い る 場 合 、 外 科 医 は
腹 腔 鏡 手 術 中 に 注 入 ポ ー ト １ ０ を カ テ ー テ ル 部 分 １ ８ に 取 り 付 け る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、
注 入 ポ ー ト １ ０ が 大 き 過 ぎ て 、 腹 腔 内 の 胃 へ の ア ク セ ス に 用 い る 標 準 的 な 大 き さ （ 直 径 １
２ ｍ ｍ ） の 腹 腔 鏡 ポ ー ト 内 に 通 す こ と が で き な い た め で あ る 。 外 科 医 は 、 注 入 ポ ー ト を カ
テ ー テ ル の 自 由 端 に 取 り 付 け な い で 、 胃 バ ン ド 及 び カ テ ー テ ル を 腹 腔 内 に 導 入 し な け れ ば
な ら な い 。 外 科 医 は 、 胃 バ ン ド を 胃 の 周 り に 取 り 付 け た ら 、 腹 筋 、 筋 膜 層 、 皮 下 脂 肪 層 、
及 び 皮 膚 を 介 し て カ テ ー テ ル の 自 由 端 を 体 外 に 出 し て 、 カ テ ー テ ル の 自 由 端 を 注 入 ポ ー ト
に 取 り 付 け る 。 次 い で 外 科 医 は 、 患 者 の 腹 部 ま た は 胸 部 の 所 望 の 部 位 に 注 入 ポ ー ト を 皮 下
移 植 す る 。 外 科 医 は 、 注 入 ポ ー ト を カ テ ー テ ル に 接 続 す る の に 追 加 の 時 間 を 割 か な け れ ば
な ら な い 。 ま た 、 外 科 医 は 、 理 想 的 で は な い 条 件 下 で 注 入 ポ ー ト を カ テ ー テ ル に 巧 み に 接
続 し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 カ テ ー テ ル を 注 入 ポ ー ト に 接 続 す る 時 に 発 見 で き な い 漏
れ に よ る 合 併 症 が 起 こ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト す な わ ち 本 体 ３ ０ を 示 す 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 等 角 図 で
あ る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 通 常 、 第 １ の 端 部 ３ ４ 、 第 ２ の 端 部 ３ ６ 、 及 び こ れ ら の 間
に 延 在 す る 管 状 注 入 部 分 ３ ２ を 含 む 。 外 科 医 は 、 皮 下 針 な ど を 用 い て 注 入 部 分 ３ ２ に 刺 入
し 、 薬 物 や 生 理 食 塩 水 な ど の 流 体 を 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 中 に 導 入 す る こ と が で き る 。
注 入 部 分 ３ ２ は 、 外 科 医 が 皮 下 針 を 引 き 抜 く と 自 己 密 閉 す る 。 注 入 部 分 ３ ２ の 長 さ は 、 限
定 す る も の で は な い が 、 約 ５ ～ ２ ０ ｃ ｍ の 範 囲 で あ る 。 注 入 部 分 ３ ２ の 直 径 は 、 限 定 す る
も の で は な い が 、 約 ５ ～ １ ２ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。 カ テ ー テ ル ４ ２ が 第 １ の 端 部 ３ ４ に 取 り
付 け ら れ 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ 内 に 注 入 さ れ た 流 体 が 患 者 の 体 内 の 別 の 部 位 に 供 給 さ れ
る 。 カ テ ー テ ル ４ ２ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う な 従 来 の 注 入 ポ ー ト に 利 用 で き
る 当 分 野 で 周 知 の シ リ コ ー ン ゴ ム や 他 の 生 体 適 合 性 ポ リ マ ー か ら 形 成 す る こ と が で き る 。
ア イ ル ー プ ４ ０ を 有 す る つ な ぎ 部 分 ３ ８ が 、 第 ２ の 端 部 ３ ６ か ら 延 び て い る 。 外 科 医 は 、
従 来 の 外 科 用 把 持 装 置 を 用 い て つ な ぎ 部 分 ３ ８ を 把 持 す る 、 ア イ ル ー プ ４ ０ に 縫 合 糸 を 結
ぶ 、 或 い は 把 持 装 置 と 縫 合 糸 を 組 み 合 わ せ て 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ を 体 内 に 容 易 に 配 置 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 実 質 的 に 直 線 状 で あ る が 、 患 者 の 体 内 へ の
配 置 を 容 易 に す る た め 、 ま た は 移 植 部 位 の 体 の 構 造 に 一 致 さ せ る た め に 、 可 撓 性 注 入 ポ ー
ト ３ ０ を 曲 線 状 ま た は 非 直 線 状 に す る こ と が で き る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 比 較 的 軟 質
の 可 撓 性 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る た め 、 外 科 医 は 、 例 え ば 、 腹 腔 鏡 ポ ー ト を 介 し て 体 内 に
導 入 す る 時 に 一 時 的 に 直 線 状 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 注 入 部 分 ３ ２ の 線 ４ － ４ に 沿 っ て 見 た 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト
３ ０ の 断 面 図 で あ る 。 こ の 位 置 及 び 注 入 部 分 ３ ２ の 長 さ に お け る ど の 位 置 で も 、 可 撓 性 注
入 ポ ー ト ３ ０ は 、 内 側 チ ュ ー ブ ４ ６ を 径 方 向 に 圧 迫 で き る 外 側 チ ュ ー ブ ４ ４ を 含 む 。 可 撓
性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 、 カ テ ー テ ル ４ ２ に 連 通 し た 、 注 入 部 分 ３ ２ の 全 長 に 亘 っ て 延 在 す る
流 体 レ ザ バ ー ４ ８ を 含 む 。 壁 部 の 全 厚 み は 約 ２ ～ ４ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ は 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 皮 下 針 １ ０ ０ が 注 入 部 分 ３
２ に 刺 入 し 、 皮 下 針 １ ０ ０ の 先 端 部 １ ０ ２ が 流 体 レ ザ バ ー ４ ８ 内 に 位 置 し て い る 。 第 １ の
端 部 ３ ４ 、 第 ２ の 端 部 ３ ６ 、 つ な ぎ 部 分 ３ ８ 、 ア イ ル ー プ ４ ０ 、 及 び 内 側 チ ュ ー ブ ４ ６ は
、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 ラ テ ッ ク ス ゴ ム 、 ま た は ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム な ど の エ ラ ス ト マ ー か ら 一
体 成 形 さ れ る 。 成 形 さ れ た エ ラ ス ト マ ー は 、 限 定 す る も の で は な い が 、 ４ ０ ～ ６ ０ の 範 囲
の デ ュ ロ メ ー タ ー 硬 度 を 有 す る 。 カ テ ー テ ル ４ ２ は 、 当 分 野 で 周 知 の 様 々 な 接 着 剤 及 び 技
術 の １ つ を 用 い て 第 １ の 端 部 ３ ４ の 内 側 に 結 合 さ せ 、 レ ザ バ ー ４ ８ に 連 通 さ せ る こ と が で
き る 。 外 側 チ ュ ー ブ ４ ４ は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 収 縮 性 材 料 ま た は 類 似 の 生 体 適 合 性 収 縮 材 料 か ら 形
成 す る こ と が で き る 。 製 造 工 程 中 に 、 外 側 チ ュ ー ブ ４ ４ を 内 側 チ ュ ー ブ ４ ６ の 周 り に 収 縮
前 の 構 造 で 緩 く 取 り 付 け る こ と が で き る 。 次 い で 熱 を 加 え て 、 外 側 チ ュ ー ブ ４ ４ を 内 側 チ
ュ ー ブ ４ ６ の 周 り に ぴ っ た り と 密 着 さ せ る 。 従 っ て 、 外 側 チ ュ ー ブ ４ ４ が 軟 質 の 内 側 チ ュ
ー ブ ４ ６ に 相 当 な 圧 迫 力 を 加 え 、 こ れ に よ り 内 側 チ ュ ー ブ ４ ６ が 皮 下 針 １ ０ ０ に よ っ て 形
成 さ れ た 刺 し 孔 を 容 易 に 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 第 １ の 実 施 形 態 に 外 見 が 類 似 し て い る 本 発 明 の 第 ２ の 実 施
形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ５ ０ の 断 面 図 で あ る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ５ ０ は 、 外 側 チ ュ ー
ブ ５ ２ 、 内 側 チ ュ ー ブ ５ ４ 、 及 び 内 側 ラ イ ニ ン グ ５ ６ を 含 む 。 外 側 チ ュ ー ブ ５ ２ 及 び 内 側
チ ュ ー ブ ５ ４ は そ れ ぞ れ 、 図 ４ の 第 １ の 実 施 形 態 の 外 側 チ ュ ー ブ ４ ４ 及 び 内 側 チ ュ ー ブ ４
６ と 同 じ で あ る 。 内 側 ラ イ ニ ン グ ５ ６ は 、 内 側 チ ュ ー ブ ５ ４ を 内 側 か ら 支 持 す る べ く 内 側
チ ュ ー ブ ５ ４ に ぴ っ た り と 取 り 付 け ら れ た 、 ポ リ エ チ レ ン ま た は Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ な ど の 押 出 プ ラ
ス チ ッ ク の 肉 薄 チ ュ ー ブ と す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 内 側 チ ュ ー ブ ５ ４ を 支 持 す る こ
と に よ り 、 外 側 チ ュ ー ブ ５ ２ に よ る 内 側 チ ュ ー ブ ５ ４ に 対 す る 圧 迫 力 が 大 き く な り 、 自 己
密 閉 性 を 促 進 す る こ と が で き る 。 内 側 ラ イ ニ ン グ ５ ６ の 材 料 は 、 内 側 チ ュ ー ブ ５ ４ よ り も
針 刺 入 抵 抗 性 が 高 く な る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。 こ の 刺 入 抵 抗 性 の 差 に よ り 、 外 科
医 が 、 針 先 端 部 が 流 体 レ ザ バ ー ５ ８ 内 に 刺 入 し た こ と を 感 じ る こ と が で き る 。 内 側 ラ イ ニ
ン グ ５ ６ は ま た 、 金 属 メ ッ シ ュ か ら 形 成 し 、 多 く の 点 で 血 管 ス テ ン ト と 同 様 に す る こ と が
で き る 。 こ こ で も 、 壁 部 の 全 厚 み は 、 約 ２ ～ ４ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 第 １ の 実 施 形 態 に 外 見 が 類 似 し て い る 本 発 明 の 第 ３ の 実 施
形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ６ ０ の 断 面 図 で あ る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ６ ０ は 複 数 の 層 ６ １
を 含 む 。 こ の 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 層 ６ １ は 、 第 １ の 層 ６ ２ 、 第 ２ の 層 ６ ４ 、 第 ３
の 層 ６ ６ 、 第 ４ の 層 ６ ８ 、 及 び 流 体 レ ザ バ ー を 覆 う 第 ５ の 層 ７ ０ を 含 む 。 針 が 急 な 角 度 で
刺 入 さ れ る 場 合 、 複 数 の 層 に 形 成 さ れ た 刺 し 孔 が 整 合 し な い た め 、 針 が 引 き 抜 か れ て も 漏
れ が 起 こ ら な い 。 複 数 の 層 ６ １ の 各 層 は 、 複 数 の 層 ６ １ の 他 の 層 と 同 じ 或 い は 異 な る 材 料
か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 複 数 の 層 ６ １ の 各 層 は 、 特 定 の 特 性 を 有 し 、 機 能 的 に 寄 与 す
る 。 例 え ば 、 第 １ の 層 ６ ２ は 、 第 ２ の 層 ６ ４ に 含 ま れ て い る 薬 物 を 徐 放 す る た め に 、 組 織
液 が 浸 透 で き る 材 料 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 第 ５ の 層 ７ ０ は 、 ２ ０ ～ ３ ０ の 範 囲 の デ
ュ ロ メ ー タ ー 硬 度 を 有 す る シ リ コ ー ン ゴ ム か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 第 ４ の 層 ６ ８ は 、
自 己 密 閉 性 を 高 め る べ く 第 ５ の 層 ７ ０ を 径 方 向 に 圧 迫 す る 熱 収 縮 性 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 材 料 か ら 形 成
す る こ と が で き る 。 第 ３ の 層 ６ ６ は 、 拡 散 障 壁 と し て 機 能 し て 流 体 レ ザ バ ー ７ ２ か ら の 流
体 の ロ ス を 防 止 す る 金 属 箔 な ど の 材 料 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 層 ６ ４ は 、 高 い
デ ュ ロ メ ー タ ー 硬 度 を 有 す る シ リ コ ー ン ゴ ム か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 他 の 多 く の 材 料
を 様 々 に 組 み 合 わ せ て 使 用 可 能 で あ る た め 、 注 入 ポ ー ト ６ ０ は 、 特 定 の 用 途 に 特 に 適 し た
特 性 を 有 す る よ う に で き る 。 軟 質 ポ ー ト 壁 か ら （ へ ） の 体 液 の 拡 散 は 、 例 え ば 、 軟 質 ポ ー
ト の 表 面 へ の チ タ ン ま た は 他 の 金 属 の 蒸 着 、 及 び パ ラ レ ン （ Paralene） ポ リ マ ー で の コ ー
テ ィ ン グ を 含 め 、 様 々 な 金 属 処 理 技 術 に よ っ て 低 減 す る こ と が で き る 。 微 小 細 菌 か ら 保 護
す る の た め の 他 の コ ー テ ィ ン グ も 当 分 野 で 知 ら れ て い る 。 こ こ で も 、 壁 部 の 全 厚 み は ２ ～
４ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 図 ８ に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ が 示 さ れ て い る 。 可 撓 性
注 入 ポ ー ト ８ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ２ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 端 部 ８ ４ 、 第 ２ の 端 部 ８ ６ 、
及 び 注 入 部 分 ８ ２ を 含 む 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ は 更 に 、 注 入 部 分 ８ ２ に 取 り 付 け ら れ た
水 か き 形 成 部 分 ８ ８ を 含 む 。 水 か き 形 成 部 分 ８ ８ は 、 少 な く と も 注 入 部 分 ８ ２ を 覆 っ て お
り 、 ポ リ エ ス テ ル ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン の メ ッ シ ュ 、 及 び 発 泡 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ な ど の 薄 い 可 撓 性
の 移 植 用 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 。 水 か き 形 成 部 分 ８ ８ は ま た 、 筋 膜 な ど の 皮 下 組 織 に ス
テ ー プ ル 止 め ま た は 縫 合 す る た め の 広 い マ ー ジ ン 、 並 び に 組 織 内 植 の た め の 広 い 領 域 を 提
供 し て 、 長 期 に 亘 る 安 定 性 を 助 長 し 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ の 変 位 を 実 質 的 に 防 止 す る 。
図 ９ は 、 図 ８ の 線 ９ － ９ に 沿 っ て 見 た 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ の 断 面 図 で あ る 。 可 撓 性 注 入
ポ ー ト ８ ０ は 、 熱 収 縮 性 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 材 料 か ら な る 外 側 チ ュ ー ブ ９ ４ と 、 デ ュ ロ メ ー タ ー 硬 度
が 約 ２ ０ ～ ４ ０ の シ リ コ ー ン ゴ ム か ら な る 内 側 チ ュ ー ブ ９ ６ を 含 む 。 水 か き 形 成 部 分 ８ ８
は 、 一 対 の 水 か き 形 成 層 ９ １ 及 び ９ ３ を 含 む 。 こ れ ら の 水 か き 形 成 層 は 、 少 な く と も 注 入
部 分 ８ ２ に 亘 っ て 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ の 中 間 平 面 に お い て 熱 ま た は 化 学 的 に 密 着 結 合 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 外 科 医 は 、 本 発 明 す な わ ち 前 記 し た 実 施 形 態 ま た は そ の 等 価 物 を 患 者 の 体 内 の 様 々 な 部
位 に 移 植 す る こ と が で き る 。 図 １ ０ － 図 １ ２ に 、 患 者 の 腹 部 に 皮 下 移 植 さ れ た 可 撓 性 注 入
ポ ー ト ３ ０ の 例 が 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 、 体 内 の 皮 下 の
他 の 部 分 に も 移 植 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ０ に 、 患 者 の 体 内 に 皮 下 移 植 さ れ た 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 第 １ の 例 が 示 さ れ て い
る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 、 腹 壁 １ ２ ６ を 覆 う 筋 膜 層 １ ２ ４ の 近 傍 に 延 在 し て い る 。 カ
テ ー テ ル ４ ２ が 、 腹 部 の 開 口 １ ３ ２ を 介 し て 腹 腔 １ ２ ８ か ら 延 び て い る 。 こ の 腹 部 の 開 口
１ ３ ２ は 、 外 科 医 が 先 立 っ た 外 科 処 置 で 、 腹 腔 鏡 ア ク セ ス の た め に 第 １ の 切 開 部 １ ３ ０ と
共 に 用 い た も の で あ る 。 外 科 医 は 、 任 意 で 、 第 １ の 切 開 部 １ ３ ０ か ら 離 れ た 第 ２ の 切 開 部
１ ３ ４ を 形 成 し て 、 従 来 の 外 科 把 持 装 置 及 び レ ト ラ ク タ ー を 用 い て 脂 肪 層 １ ２ ２ の 下 部 の
筋 膜 １ ２ ４ に 近 接 し た 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ を 引 張 る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 外 科
医 が 第 ２ の 切 開 部 １ ３ ４ を 形 成 し な い と 判 断 し 、 代 わ り に 第 １ の 切 開 部 １ ３ ０ を 用 い て 可
撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ を 所 定 の 位 置 に 押 し 込 む こ と が で き る 。 何 れ の 場 合 も 、 外 科 医 は 切 開
を 可 能 な 限 り 少 な く し て 、 手 術 時 間 を 短 縮 し 、 組 織 液 が 集 積 し 感 染 部 位 と な り 得 る 体 腔 の
閉 じ る 部 分 の 大 き さ を 最 小 限 に す る 。 外 科 医 は 、 任 意 で 、 留 置 用 縫 合 糸 １ ０ ４ を 用 い て 筋
膜 層 １ ２ ４ に 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ を 固 定 す る こ と が で き る 。 外 科 医 が 可 撓 性 注 入 ポ ー ト
３ ０ を 所 望 の 部 位 に 配 置 し た ら 、 外 科 医 は 従 来 の 縫 合 糸 ま た は ス テ ー プ ル を 用 い て 第 １ の
切 開 部 １ ３ ０ 及 び 第 ２ の 切 開 部 １ ３ ４ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ １ に 、 患 者 の 体 内 に 皮 下 移 植 さ れ た 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 第 ２ の 例 が 示 さ れ て い
る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ は 、 皮 膚 層 １ ２ ０ の す ぐ 下 側 の 脂 肪 層 １ ２ ２ の 上 部 に 延 在 し て
い る 。 カ テ ー テ ル ４ ２ が 、 第 １ の 切 開 部 及 び 腹 部 の 開 口 １ ３ ２ （ 元 は 腹 腔 鏡 ポ ー ト 部 位 ）
を 介 し て 腹 腔 １ ２ ８ 内 に 延 び て い る 。 外 科 医 は 、 第 １ の 切 開 部 １ ３ ０ を 介 し て 指 ま た は 器
具 を 用 い て 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の た め の 空 間 を 皮 膚 層 １ ２ ０ の 下 側 に 形 成 す る 。 外 科
医 は 、 従 来 の 縫 合 糸 ま た は ス テ ー プ ル を 用 い て 第 １ の 切 開 部 １ ３ ０ を 閉 じ る 。 通 常 は 、 筋
膜 層 １ ２ ４ 及 び 腹 壁 １ ２ ６ を 介 し て 腹 部 の 開 口 １ ３ ２ を 閉 じ る 必 要 は な い が 、 治 癒 を 促 す
た め 及 び カ テ ー テ ル ４ ２ が 腹 部 の 開 口 １ ３ ２ か ら 移 動 す る の を 防 止 す る た め に 腹 部 の 開 口
１ ３ ２ を 閉 じ る こ と も で き る 。 脂 肪 層 １ ２ ２ の 厚 み が ５ ～ １ ０ ｃ ｍ を 越 え る 極 端 な 肥 満 患
者 の 場 合 、 外 科 医 は 、 後 の 流 体 の 注 入 の 際 に 触 診 で 容 易 に 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 位 置 を
確 認 で き る よ う に 、 皮 膚 層 １ ２ ０ の す ぐ 下 側 に 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ を 配 置 す る の を 選 択
す る こ と が 多 い 。 ま た 、 従 来 の 静 脈 内 （ Ｉ Ｖ ） 針 及 び 技 術 を 用 い て 、 皮 下 に あ っ て 天 然 の
血 管 と そ っ く り な 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ に 流 体 を 注 入 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に す る
と 、 静 脈 注 射 の 訓 練 を 受 け た 看 護 士 や 他 の 臨 床 医 が 、 外 科 医 の 流 体 注 入 を 助 け る こ と が で
き る 。 更 に 、 臨 床 医 が 従 来 の Ｉ Ｖ 針 を 用 い る 場 合 、 Ｉ Ｖ 針 の シ リ ン ジ 先 端 部 内 へ の 流 体 の
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逆 流 に よ り 、 臨 床 医 が 、 針 の 先 端 が 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の レ ザ バ ー 内 に 適 切 に 刺 入 し た
と い う フ ィ ー ド バ ッ ク を 目 視 で き る 。 実 際 、 注 入 す る 流 体 に 着 色 剤 を 添 加 す る と 、 こ の 目
視 フ ィ ー ド バ ッ ク を 助 長 す る こ と が で き る 。 生 理 食 塩 水 や 薬 物 に 添 加 で き る 無 毒 性 着 色 剤
は 当 分 野 で 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ２ に 、 患 者 の 体 内 に 皮 下 移 植 さ れ た 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 第 ３ の 例 が 示 さ れ て い
る 。 こ の 例 の 場 合 、 外 科 医 は 、 腹 腔 鏡 ポ ー ト 部 位 に お け る 組 織 の 切 開 を 全 く 或 い は 殆 ど 行
わ な く て 良 い 。 カ テ ー テ ル ４ ２ が 、 筋 膜 層 １ ２ ４ 及 び 腹 壁 １ ２ ６ を 介 し て 腹 腔 １ ２ ８ か ら
延 び て い る 。 外 科 医 が 、 皮 膚 層 １ ２ ０ の 下 側 の 脂 肪 層 １ ２ ２ に 垂 直 方 向 に 可 撓 性 注 入 ポ ー
ト ３ ０ を 配 置 す る 。 外 科 医 は 、 任 意 で 、 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ が 腹 腔 １ ２ ８ 内 に 移 動 す る
の を 防 止 す る た め に 腹 部 の 開 口 １ ３ ２ を 縫 合 す る こ と が で き る 。 外 科 医 は ま た 、 従 来 の 縫
合 糸 ま た は ス テ ー プ ル で 第 １ の 切 開 部 １ ３ ０ を 閉 じ る 直 前 に 、 外 科 用 鋏 で つ な ぎ 部 分 ３ ８
を 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ か ら 切 り 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 し た 実 施 形 態 を 用 い て 説 明 し た 本 発 明 の 可 撓 性 注 入 ポ ー ト 及 び そ の 等 価 物 は 、 従 来
の 注 入 ポ ー ト と 比 べ て 様 々 な 利 点 を 有 す る 。 本 可 撓 性 注 入 ポ ー ト は 筋 膜 に 取 り 付 け な く て
も 良 い た め 、 外 科 医 処 置 時 間 を 短 縮 で き る 。 本 可 撓 性 注 入 ポ ー ト で は 、 移 植 の た め の 切 開
部 が 小 さ く 組 織 の 切 開 が 少 な い た め 、 患 者 の 苦 痛 が 小 さ く 、 傷 跡 が 少 な く 、 開 腹 が 早 く 、
感 染 症 の リ ス ク が 小 さ い 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト と カ テ ー テ ル が 一 体 構 造 で あ る た め 、 外 科 処
置 中 に カ テ ー テ ル を 注 入 ポ ー ト に 接 続 す る 必 要 が な く 、 接 合 部 の 流 体 漏 れ に よ る 様 々 な 外
科 合 併 症 の リ ス ク を 低 減 で き る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト を 皮 膚 表 面 近 傍 の 脂 肪 層 に 移 植 で き る
た め 、 外 科 医 ま た は 訓 練 を 受 け た 臨 床 医 が 、 触 診 で 注 入 ポ ー ト の 位 置 を 確 認 し た り 、 標 準
的 な Ｉ Ｖ 技 術 で 流 体 を 投 与 し た り す る こ と が で き 、 な お か つ こ の 移 植 が 美 容 的 に も 患 者 に
受 け 入 れ ら れ る 。 加 え て 、 流 体 投 与 に 短 い 注 入 針 を 用 い る こ と が で き る た め 、 患 者 の 不 安
を 小 さ く す る こ と が で き る 。 可 撓 性 注 入 ポ ー ト は 、 金 属 部 分 を 有 し な く て も 良 い た め 軽 量
で 可 撓 性 の イ ン プ ラ ン ト を 実 現 で き 、 こ れ に よ り 、 患 者 の 使 用 感 が 改 善 さ れ る と 共 に 磁 気
共 鳴 及 び Ｘ 線 透 視 撮 影 に も 適 合 性 で あ る 。 最 後 に 、 患 者 の 皮 下 脂 肪 層 内 に 留 置 さ れ た 可 撓
性 注 入 ポ ー ト が 取 り 得 る 殆 ど の 向 き で 、 皮 下 針 を 可 撓 性 注 入 ポ ー ト の 注 入 部 分 に ア ク セ ス
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 示 及 び 説 明 し て き た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 こ の よ う な 実 施
形 態 が 単 に 例 示 目 的 で あ る こ と を 理 解 で き よ う 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 か ら 逸 脱 す る こ
と な く 、 様 々 な 変 更 形 態 、 変 形 形 態 、 及 び 置 換 形 態 に 容 易 に 想 到 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、
注 入 ポ ー ト を 、 ト リ ク ロ サ ン な ど の 抗 菌 コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と が で き る 。 当 業 者 に は 明
ら か な よ う に 、 例 え ば 、 本 明 細 書 の 開 示 を ロ ボ ッ ト 支 援 外 科 手 術 に も 同 様 に 適 用 で き る 。
加 え て 、 上 記 し た 構 造 に は そ れ ぞ れ 機 能 が あ り 、 こ れ ら の 構 造 が そ の 機 能 を 実 施 す る た め
の 手 段 と 見 な す こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の
範 囲 及 び 概 念 に よ っ て の み 限 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 移 植 用 医 療 装 置 と 共 に 用 い る 注 入 ポ ー ト を 体 内 に 皮 下 移 植 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 こ れ ら の 両 端 部 間 に 延 在 し 、 刺 入 後 に 自 己 密 閉 す る 壁
部 、 及 び 前 記 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 流 体 レ ザ バ ー を 有 す る 実 質 的 に 軟 質 で 可 撓 性 の 細 長 い
本 体 と 、 前 記 レ ザ バ ー に 連 通 し た 、 前 記 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 の 細 長 い チ ュ ー ブ カ
テ ー テ ル と を 含 む 注 入 ポ ー ト を 用 意 す る ス ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 患 者 の 腹 腔 に 腹 腔 鏡 ア ク セ ス す る た め の 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 切 開 部 を 介 し て 前 記 患 者 の 皮 下 脂 肪 層 に ア ク セ ス す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） 前 記 皮 下 脂 肪 層 に 空 間 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） 前 記 皮 下 脂 肪 層 の 前 記 空 間 内 に 前 記 可 撓 性 注 入 ポ ー ト を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｆ ） 前 記 切 開 部 を 閉 じ る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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　 （ ２ ） 更 に 、 前 記 可 撓 性 注 入 ポ ー ト を 腹 壁 の 筋 膜 層 に 取 り 付 け る ス テ ッ プ を 含 む こ と を
特 徴 と す る 実 施 態 様 （ １ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ３ ） 移 植 用 医 療 装 置 と 共 に 用 い る 注 入 ポ ー ト を 体 内 に 皮 下 移 植 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 第 １ の 端 部 、 第 ２ の 端 部 、 こ れ ら の 両 端 部 間 に 延 在 し 、 刺 入 後 に 自 己 密 閉 す る 壁
部 、 及 び 前 記 壁 部 に よ っ て 囲 ま れ た 流 体 レ ザ バ ー を 有 す る 実 質 的 に 軟 質 で 可 撓 性 の 細 長 い
本 体 と 、 前 記 レ ザ バ ー に 連 通 し た 、 前 記 本 体 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 の 細 長 い チ ュ ー ブ カ
テ ー テ ル と を 含 む 注 入 ポ ー ト を 用 意 す る ス ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 患 者 の 体 内 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 切 開 部 を 介 し て 前 記 患 者 の 皮 下 脂 肪 層 に ア ク セ ス す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） 外 部 か ら の 触 診 で 前 記 注 入 ポ ー ト を 確 認 で き る よ う に 、 前 記 皮 下 脂 肪 層 に 空 間 を
形 成 し て 前 記 皮 下 脂 肪 層 内 に 前 記 注 入 ポ ー ト を 移 植 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） 前 記 切 開 部 を 閉 じ る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 注 入 ポ ー ト の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 従 来 技 術 の 注 入 ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ て い る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 皮 下 針 １ ０ ０ が 刺 入 し て い る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 拡 大 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ５ ０ の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ３ の 実 施 形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ６ ０ の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ４ の 実 施 形 態 で あ る 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 可 撓 性 注 入 ポ ー ト ８ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 患 者 の 筋 膜 層 １ ２ ４ の 近 傍 に 皮 下 移 植 さ れ た 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 患 者 の 皮 膚 層 １ ２ ０ の 近 傍 に 皮 下 移 植 さ れ た 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 患 者 の 脂 肪 層 １ ２ ２ に 皮 下 移 植 さ れ た 注 入 ポ ー ト ３ ０ の 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ 　 　 注 入 ポ ー ト
　 １ ２ 　 　 本 体 部 分
　 １ ４ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ６ 　 　 シ ー ル 部 材
　 １ ８ 　 　 カ テ ー テ ル 部 分
　 ２ ０ 　 　 キ ャ ビ テ ィ
　 ２ ２ 　 　 カ テ ー テ ル 支 持 部 分
　 ２ ４ 　 　 通 路
　 ３ ０ 、 ５ ０ 、 ６ ０ 、 ８ ０ 　 　 注 入 ポ ー ト
　 ３ ２ 、 ８ ２ 　 　 注 入 部 分
　 ３ ４ 、 ８ ４ 　 　 第 １ の 端 部
　 ３ ６ 、 ８ ６ 　 　 第 ２ の 端 部
　 ３ ８ 　 　 つ な ぎ 部 分
　 ４ ０ 　 　 ア イ ル ー プ
　 ４ ２ 、 ９ ２ 　 　 カ テ ー テ ル
　 ４ ４ 、 ９ ４ 　 　 外 側 チ ュ ー ブ
　 ４ ６ 、 ９ ６ 　 　 内 側 チ ュ ー ブ
　 ４ ８ 、 ５ ８ 、 ７ ２ 　 　 レ ザ バ ー
　 ５ ２ 　 　 内 側 チ ュ ー ブ
　 ５ ４ 　 　 外 側 チ ュ ー ブ
　 ５ ６ 　 　 内 側 ラ イ ニ ン グ
　 ６ １ 　 　 複 数 の 層
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　 ６ ２ 　 　 第 １ の 層
　 ６ ４ 　 　 第 ２ の 層
　 ６ ６ 　 　 第 ３ の 層
　 ６ ８ 　 　 第 ４ の 層
　 ７ ０ 　 　 第 ５ の 層
　 ８ ８ 　 　 水 か き 形 成 部 分
　 ９ １ 、 ９ ３ 　 　 水 か き 形 成 層
　 １ ０ ０ 　 　 皮 下 針
　 １ ０ ２ 　 　 皮 下 針 先 端 部
　 １ ０ ４ 　 　 留 置 用 縫 合 糸
　 １ ２ ０ 　 　 皮 膚 層
　 １ ２ ２ 　 　 脂 肪 層
　 １ ２ ４ 　 　 筋 膜 層
　 １ ２ ６ 　 　 腹 壁
　 １ ２ ８ 　 　 腹 腔
　 １ ３ ０ 　 　 第 １ の 切 開 部
　 １ ３ ２ 　 　 腹 部 の 開 口

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种植入注射口进行植入的方法，允许穿刺皮下注
射针，无论注射口的方向如何，当拔出针时都要自我密封。 
ŽSOLUTION：提供皮下植入注射口的方法，该注射口与用于植入的医疗
设备一起使用。该方法包括制备注射口的步骤，该注射口包括第一端
部，第二端部，在端部之间延伸的壁部，在穿刺后自密封，基本柔软且
柔韧的细长体，周围有流体贮存器通过壁部分和柔性细长管导管连接到
细长体上以与储液器连通。该方法还包括在患者体内形成切口部分的步
骤，通过切口部分进入患者皮下脂肪层的步骤，以及通过形成皮下脂肪
层将注射端口植入皮下脂肪层的步骤。皮下脂肪层中的空间使得注射口
可以通过外部触诊来确认。 Ž
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